
MU

泰展覧会は多面|"|=｡｢Multiplcxisml　をLJJり目に、多彩なキース･ヘリングの作品を

くFuture Primiti､･eバArt＆FashionバIIIV/AIDS･Art＆ActivismバChildren)

くJapanese Culturc〉くArt History)という６つのテーマに沿い、作家の活動の軌跡

から浮かびllがる思考回路を追いながら再検証していきます。

　1980年代というインターネット以前の表現者であったヘリングの思考の出力【表現】

方法は、驚くほど多様で、まるで今日のネヅﾄワークシステムのようであり、現代に

おいてはヘリング作I'必の世界観が多唄化されていることに気づきます。ソーシャル

メディアでは、ポップカルチャーのイコンとして今尚生まれ続けている新たな

キース･ヘリング像が浮き彫りにされています。一一一方、新設したギャラリーに展示

される晩年の大作からは、普遍的なアートの力を感じていただけるでしょう。また、

本展ではプリミティブなものに影響されたヘリング作品と縄文の子｡偶を対|時させ、

当館の所在する八ヶ岳は縄文文化が栄えた地に放たれたヘリングのエネルギーを

改めて創出いたします。

ｒプリミティブを未開とか原始といった本来の意味でなく、

プリミティブ・ボッブとして、私たちが現在もつ呪術性への

親和力を、キースと縄文に感応できるのではないだろうか｡Ｊ

C:ﾃﾞ土llr中村キースーヘリング美術館:杜のなかの美術館jより･|
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キース･ヘリング《ドッダ》19R6年、１２６．７×９５×４ｃｍ、シJレクスクリーン

OKeith Haring Foundation
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